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ようこそ 
 

552ミキサーを購入していただきありがとうございました。552は革新的な次世代プロフェッショナル・
ポータブルオーディオミキサーです。従来の 442 ミキサーの設計を元にして多くの改良が加えられた非
常に柔軟性の高いミキサーです。 

 

トップ・オーディオエンジニア達の要望を発展させた 552 ミキサーは、彼等の生命線ともいえるオーデ
ィオギアへの厚い信頼を得るためのメカニカル構成とオーディオパフォーマンスを達成しました。552ミ
キサーは５つのハイパフォーマンス・マイクロフォンプリアンプを持ち、AES 出力を含むマルチ出力、
複合的モニタリング機能、ハイクォリティー・オーディオレコーダーが内蔵されています。各入力での
Pre ／ Post フェーダーによるダイレクト出力を含む柔軟な入出力により、ホームユースでの速攻性や、
マルチ入力によるプロダクションユースにも対応することができます。 

 

552はコンパクトサイズな筐体に機能的デザインを織り込みました。３つのメイン操作部を隠すことなく
配置したのでパラメータ操作に戸惑うことはありません。Setup Menu によりいつでも様々なパラメータ
を変更することができます。このハイポテンシャルな回路は内蔵単三電池 4本か、外部 DC 電源により電
源供給されます。 

 

オンボードの 2トラックレコーダーにより、ミキサー部で録音される音声信号を保存できる安心感をオペ
レータに与えます。552はポリフォニック・ブロードキャスト WAVE ファイルをリムーバブルな Secure 

Digital (SD)カードに記録します。 

 

全ての Sound Devices プロフェッショナルオーディオ製品と同様に、この 552 もフィールドでの過酷な
環境に耐えられる設計になっています。コンパクトながら信頼性、操作性、高音質を高次元に集約させた
製品となっています。 
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クイックスタート・ガイド 
 

このクィックスタートガイドでは、552 に初めて触れる方向けの簡単な操作概要を提示しています。 

 

 

1) 電源の接続 

内蔵電源は、バッテリーキャップを反時計方向に回して外し、単三電池 4本を＋電極を収納穴に向け
て挿入してください。 外部電源の場合は、電源ユニット（付属していません）の DCプラグを本体
右側の DCコネクタに接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) マイクかラインを XLR 入力に接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 1/4 inch か 3.5mm ジャックへヘッドフォンを接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) ミキサーの電源を入れてください。 

 

単三電池で駆動するときは INT位置に POWER スイッチをスライドさせてください。 

外部電源で駆動するときは、EXT位置に POWER スイッチをスライドさせてください。 
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5) 入力レベルを MICか LINEに設定する。 

入力レベルを Micレベル、あるいは Line レベルへ設定するには、INPUT チャンネルの PFLをホー
ルドしながら、SLATE MIC/ TONE スイッチを左へ倒してください。LINE レベルに設定された時
は INPUTチャンネルの LINE LED が点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       1) 入力 PFLを倒しながら      2) SLATE MIC/TONE を左へ倒す 

 

6) コンデンサーマイクを使用する場合はファンタム電圧をかけてください。 

すべての入力に 48V ファンタム電圧を供給することができます。ファンタム電圧は Setup Menu に
より 12V に設定することもできます。ファンタム電圧をかけるには、INPUT の PFL をホールドし
ながら、SLATE MIC/TONE スイッチを右へ倒してください。ファンタム電圧が供給されると INPUT

の PH LED が青色に点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        1) 入力 PFL を倒しながら      2) SLATE MIC/TONE を右へ倒す 

 

7) モニターモードをヘッドフォンセレクターで選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MSモニターモードは、MS信号が直接ルーティングされている時に使用してください。Setup Menu

で INPUTが MSペアでリンクされているときは、デコードされた MSステレオ信号になっているの
で、ST位置（ステレオプログラム）でモニターしてください。 

 

8) ヘッドフォンレベルを調整する 

 

ヘッドフォン・セレクターの横にある ヘッドフォン・コントローラを回してレベルを設定してくだ
さい。コントローラを操作中は、数秒間、現在のヘッドフォンレベルを右 OUTPUTメーターで表示
します。 
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9) インプットフェーダーをユニティゲインにする。(0dB か 12時位置) 

使われていないフェーダーは off 位置（反時計方向まわしきり）に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10) Input Trim レベルを調整する 

Trim ゲインコントロールを押してノブをリリースしてください。INPUT のレベルを増幅するには
Trim コントロールを時計方向に回します。設定を完了したら再びノブを押しこんで、表面パネルか
ら隠してください。レベルの微調整は INPUT フェーダーで行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11) Lch か Rch 出力に送られる各入力を PAN コントロールする 

PAN コントロールを押すとノブが露出します。反時計方向に回すと左へ、時計方向に回すと右へ音
が送られます。調整が終わったらノブを押し込んで格納してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) ハイパス・フィルタとリミッターを設定する 

Trim コントロールに隣接したフィルター調整ノブでハイパス・フィルタを設定してください。反時
計方向回し切りは off です。Limiterを有効にするには Master Output Gain コントロールに隣接す
るスイッチを使用してください。（Lim(デュアルモノ)、Link(Stereo)は全 inputs と outputsに適用） 
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13) LED メーターの輝度を調整する 

Battery Checkボタンを押しながら HPコントローラを回して輝度調整してください。 

 

 

14) 内蔵バッテリーか外部電源のレベルを確認する 

OutputメーターLED 上で内蔵電池か外部電源のレベルを表示するには、Battery Check ボタンを押
してください。単三電池のレベルは Left メーター上に表示され、外部 DC 電圧は Right メーター上
に表示されます。 

 

 

15) 552ミキサーの出力先をカメラなどの外部機器へ接続する 

出力レベルは、各出力のアッテネーションスイッチにより、(Line、－10、Mic) から調整できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16) 外部機器の入力レベルを適切なレベルに調節してください。 

 

 

17) 552ミキサーの TONE を有効にしてください。 

SLATE MIC/TONE スイッチを TONE 位置へスライドさせてください。スイッチを 2秒間ホールド
するとトーンがラッチ（出力し続ける）され、もう一度スライドさせるとトーンは停止します。1kHz

トーンが発振し 0dBで出力されます。（レベルと周波数はメニューで調整することができます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18) 外部機器のゲインを微調整してください。 
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19) 日付と時刻を設定してください。 

Batt Check ボタンを長押しすると、ヘッドフォンに現在の日付と時刻がアナウンスされます。もし
機材が間違った設定になっていたら、552 操作説明書の時刻調整方法を参照して合わせてください。 

 

 

 

20) SD メモリーカードを背面の SD スロットに挿入してください。 

保護ラバーキャップを外して、SD カードスロットを露出させてください。SD カードをスロットにし
っかりと挿入してください。カードはスロットにスムーズに入るので、無理な力で押し込まないでく
ださい。カードの電気接点が下を向くようにカードを挿入してください。カードを抜くにはカードを
押すとバネで押し戻されます。 

 

 

 

 

21) 内蔵レコーダーを操作する 

レコーダーコントローラは録音・停止・再生・早戻し・早送り、録音されたファイルの閲覧に使用し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22) セットアップメニューでの変更 

552のセットアップメニューにはたくさんの機能があります。セットアップメニューに関する細かな
内容は 552操作説明書を参照ください。 

 

 

23) ミキサーの電源を切る 

 

POWER スイッチを中央位置にスライドさせるとミキサーの電源が切れます。 

 

 

 

552 は操作状況を知らせるためにシンセサイザーヴォイス機能（SVEN）搭載しています。SVENはセットアップ

メニュー機能で確定された内容を声で知らせます。SVEN はユーザーへ重要な情報を与え、操作を支援します。ま

た、SVENは録音機能、日付時刻に関する機材の状況も知らせます。SVENはヘッドフォン出力だけに送られます。 
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フロントパネルの詳細 
 

552ミキサーの全設定はフロントパネルに集約されているので、プロダクションバッグに 552を収めても
フロントパネル部からすべての操作を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) Inputフェーダー 
チャンネルフェーダーチャンネルのゲインを
‘オフ’から+15 dB の範囲できめ細かく調整
できます。ノミナル設定は、中央（0dB）です。 

 

2) ゲイン (Trim) 
入力ゲイン調整用ノブです。入力感度レベルを
ここで調整し、レベル微調整はフェーダーで行
います。ゲインレンジは+22dB～+72dB です。 

 

 

3) ハイパス・フィルタ・ノブ 

調整度(-3dB)周波数のハイパス・フィルタです。
反時計方向まわしきりで機能 off になります。
レンジは 80Hz～240Hz です。 

 

 

 

4) PFL / Input Solo スイッチ 
プリフェード・リッスン。Inputの Pre Fade

信号をソロモニター、ゲイン設定用にヘッド
フォンに送ります。PFL スイッチはマスター
出力には影響しません。スイッチを左にスラ
イドさせるとアクティブになります。1秒以上
スライドさせておくとモーメンタリ動作とし
て機能し、指を離すと解除されます。ソロモ
ードに入ったチャンネルは Input ステータス
LED が黄色で点滅します。PFLスイッチはチ
ャンネル設定にも使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 入力シグナル LED 
入力信号に反応して表示します。緑点灯=Pre 

Fade の信号が存在、黄点灯= (Pre と Post 

Fade) Limiter機能が働いている。赤点灯=シ
グナル・オーバーロード／ (Pre と Post Fade) 

クリッピング 

 
6) Mic / Line LED 

Line レベルに入力タイプが設定されると点灯
します。Micと Lineをトグル切換えするには、
PFL スイッチをホールドしながら Slate 

Mic/Tone スイッチを Slate 位置にスライドさ
せます。 

 
7) PH / Phantom LED 
個々のチャンネルにおいて、ファンタム電圧
が供給されていると点灯します。PH 電圧の
on / off 切り替えは、そのチャンネルの PFL

スイッチをホールドしながら Slate Mic/Tone

スイッチを Tone 位置にスライドさせます。フ
ァンタム電圧は工場出荷状態は 48V ですがメ
ニューから 12V に変更できます。電圧設定は
すべてのチャンネルに適用されます。 

 

8) MS LED 
Input チャンネルが MS ペアとしてリンクさ
れると青色 LED が点灯します。リンク設定は
Setup Menu から行います。 
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9) Link LED 
Input チャンネルがステレオペアとしてリン
クされると青色 LED が点灯します。リンク設
定は Setup Menu から行います。 

 

10) Chanel-Pan 
出力への L / R バランスを調整します。 

 

11) 逆相表示 LED 
Input チャンネルが逆相に設定されると青色
LED が点灯します。PFL スイッチをホールド
しながら Battery Check ボタンを押してくだ
さい。Ch-2と Ch-4 だけが逆相になります。 

 
12) Zoom LED 

Outputメーターが Zoomモードの時青く点灯
します。Zoom すると 0～20dBu レンジの高解
像度で表示され、HP コントローラを押すこと
で Zoom と Off が切替わります。Zoom 機能は
メニューで非動作に設定できます。 

 

13) Time Code LED 
メニューで TC を有効にすると青く点灯しま
す。正しい TC 信号を受信すると強く青色に輝
きます。TCは 552で録音されるファイルのメ
タデータに記述されます。 

 

14) AES Out LED 
メニューで XLR 出力コネクタを AES デジタ
ル出力に設定すると青く点灯します。 

 

15) Output メーター 
42 セグメントの出力メーター。通常解像度は
-30～+20dB です。Zoom すると 0～20dB を
表示します。ピーク設定では dBu 単位（ライ
ンレベル）で表示し、VU 設定では Volume 

Unitsで表示します。Zoom するには HPコン
トローラを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16) レコーダー・コントローラ 
内蔵デジタルレコーダーをコントロールしま
す。録音モードはメニューで設定できます。
録音イネーブルだと、上=REC、中央=STOP

／一時停止、下=PLAY、左=REW、右=FF で
す。 

 

17) レコード LED 
録音イネーブルの時、SD メディアの状態を示
します。メディアが未挿入では黄色点滅し、
メディアにアクセス中は黄色に輝きます。録
音待機中は赤点滅し、録音中は赤色に輝きま
す。再生中は緑色に輝き、再生ポーズ中は緑
色点滅します。 

 

18) Slate / Tone LED 
スレートマイクかトーンがラッチ(ON)のとき
黄色点灯します。 

 

19) Slate Mic / Tone スイッチ 
スレートマイクを使うには左へスライドして
ください。1秒間ホールドするとモーメンタリ
動作になり指を離すと解除されます。Input

チャンネルの PFL をホールドしながら Slate 

Mic/Tone スイッチを左に倒すと Mic/Line 切
換です。 

Slate Mic/Tone スイッチ右は、トーンを onに
します。2秒以上ホールドするとトーンをラッ
チします。もう一度右スライドでトーン解除
です。Input チャンネルの PFL をホールドし
ながら Slate Mic/Tone スイッチを右に倒すと
ファンタム電源の on / off です。 

 

20) Limiter LED 
各出力リミッターには個々に Lim LED があ
り、Limが働くと黄色に点灯します。 

 

21) 電源 LED 
単三電池により 552 の電源が入ると緑色に点
灯します。電圧が低下すると黄色に変わり、
さらに下がると赤色で点滅します。外部電源
で 552 の電源が入ると、LED は緑で点灯し、 

設定されたスレッショルド値に達すると赤点
滅します。外部 DC リファレンスはメニュー
で設定されます。 
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フロントパネルの詳細 (続き) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
22) 電源スイッチ 
内蔵バッテリー／外部 DC／OFF の３つのス
イッチ位置があります。OFFは中央位置です。 
 

23) Battery Checkボタン 
INTとEXT電圧レベルを出力メーターに表示
させるボタンです。また、様々なフロントパ
ネル機能用に SHIFT キーとしても使用され
ます。3 秒間ホールドすると現在時刻を聴くこ
とができます。続けて押し続けると、Time and 

Date 競っていに入ります。レコードモードで
はファイルフォーマット、サンプリングレー
ト、録音残量時間を聴くことができます。 

 

 

24) マスター出力レベル・コントロール 
マスターステレオ出力の全体的なレベルコン
トロールです。調整範囲は off～+6dBです。 

 

25) Limiterスイッチ 
InputとOutputの両方の Limiterを有効にし
ます。Input Limiter はメニューから無効にす
ることができます。LIM が選択されると、
Output Limiter は左右独立して機能します。
LINK が選択されると、ステレオ出力に対し
て Limiterがリンク動作します。 

 

26) RTN A/B LED 
RTN 入力信号を検知して個々に点灯します。
緑色=信号が存在、赤色=信号がオーバーロー
ド、黄色点滅=RTN がラッチされている。タ
イムコード信号を受信すると、TA-3入力はTC

信号だけを受け入れます。3.5mm ジャック機
能は通常モードに戻ります。 

 

 

 

 

 

27) RTN A/B スイッチ 
2 ポジションのモーメンタリスイッチ。左は
RTN-A、右は RTN-B。もう一度スライドする
と解除されます。1秒以上ホールドするとモー
メンタリ動作で指を離すと解除されます。
RTNプログラムはヘッドフォンに送られます。
RTNスイッチをホールド中にHPコントロー
ラを回すと RTN-Aと RTN-Bレベルをそれぞ
れ調整できます。タイムコード信号を受信す
ると、TA-3 入力は TC 信号だけを受け入れま
す。3.5mm ジャック機能は通常モードに戻り
ます。 

 

28) モニター選択スイッチ 
ヘッドフォンモニター用のソース選択。ST=

ステレオプログラム、M=左右プログラムのモ
ノミックス、L=左プログラム、R=右プログラ
ム、MS ST=でコードされた MS ステレオ、
REC Source=録音回路へ送られるプログラム 

 

29) ヘッドフォン・ピーク LED 
ヘッドフォンモニターがクリップレベルに達
すると赤く点灯します。I 

 

30) ヘッドフォン・コントローラ 
ヘッドフォンゲインのコントロール。また、
メニューの中でファンクションセレクト、
Zoom モード、LED 輝度調整、RETレベルの
調整にも使用されます。 
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背面パネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) SDスロット 
SD メモリーカードスロットを使用する際は、
プロテクト・ラバー・カバーをゆっくりと取
り外してください。SD カードはしっかりと奥
まで挿入してください。カードはスムーズに
スロットへ入ります。無理に強く入れないで
ください。カードを抜くには押してください。 
 

2) プログラミング・ポート 
Mini USB ポートは、工場出荷時の初期プログ
ラミングに使用するもので、ユーザーが使用
するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左パネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) XLR入力 
バランス・アナログマイクロフォン、ライン
レベルの入力を各５つのXLRコネクタに接続
できます。Pin-1 GND、Pin2 (+)、Pin3 (－)

です。アンバランス入力するには、Pin-1 と
Pin-3をリンクしてPin-2に信号入力してくだ
さい。アンバランス入力時は必ずファンタム
電源を Offにしてください。 

 

 

 

2) TA3M ダイレクト出力 
バランスダイレクト出力。出力プログラムは
Pre-Fade か Post-Fade、スレートマイク、ト
ーンです。出力レベルはメニューで Mic、－
10、ラインレベルと選択できます。Pin-1 

(GND)、Pin2 (+)、Pin3 (－)です。接続先がア
ンバランスの場合は Pin-3 を浮かせて（GND

接地しないで）ください。 

 

 

 

 



 

12 
Features and specifications are subject to change. Visit www.sounddevices.com for the latest documentation. 

 

 

 

 

右パネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) モノラルMicレベル出力 
ワイヤレス IFB 送信機またはコピーレコー
ダー用の 3.5mm コネクタ、アンバランス、モ
ノラル、マイクレベル出力。Tip=HOT、
Sleeve=GND です。 

 

2) Tape Out 
3.5mm コネクタのアンバランス、ステレオ出
力。Sleeve=GND、Tip=Left、Ring=Left、で
す。 

 

3) RTN B 入力 
Return-B 用の 3.5mm コネクタのアンバラン
ス、ステレオ入力。Sleeve=GND、Tip=Left、
Ring=Rightです。 

 

4) 10-pin 出力レベルスイッチ 
ヒロセ 10-pinコネクタ用の出力レベルをMic

／－10／Line レベルから選択できます。 

 

5) ヒロセ 10-pin出力 
セカンド・マスター出力（XLR 出力とはトラ
ンスによるセパレート）を含む 10-pinコネク
タとアンバランス、ステレオの Retrun-Aを出
力。(オプションケーブル XL-10を接続できま
す。) 

 

6) RTN B / TC入力 TA3 
Retrun-B 用の TA-3 タイプ、アンバランス、
ステレオコネクタ。Pin-1=GND、Pin-2=Left、
Pin-3=Rightです。TC接続時は、Pin-1=GND、
Pin-2=TC信号、Pin-3=無接続です。 

 

7) TA3Mタイプ マスター出力 
メニューで出力レベルを Mic、－10、Line レ
ベルから選択できます。 Pin-1=GND、
Pin-2=Hot、Pin-3=Cold、アンバランス接続
時は Pin-3 オープン。 

 

 

 

 

 

 

 

8) Tape出力 TA-3 
TA-3コネクタ、民生機出力レベル、アンバラ
ンス、ステレオ出力。Pin1=GND、Pin2=Left、
Pin3=Rightです。 

 

9) Link 入出力 
別ミキサー(Mixpre、302、442、552) とリン
クするために使用されます。 

 

10) ヘッドフォン出力 
1/4-inch と 3.5mm のステレオコネクタは、8

～2000 オームのインピーダンスのヘッドフ
ォンを接続してモニターすることができます。
メニューで、3.5mm 接続はブームオペレータ
送りに変更できます。 

 

11) XLR出力レベル 
ノミナル・出力レベルを Mic／－10／Line レ
ベルから選択できます。。 

 

12) XLR出力レベル 
トランスフォーマー、バランス出力。
Pin-1=GND、Pin-2=Hot、Pin-3=Cold、アン
バランス接続時は Pin-3 を Pin-1 に接地。メ
ニューで、AESデジタル出力に変更できます。 
 

13) バッテリー収納部 
4個の単三型電池を収納します。アルカリ、リ
チウム、ニッケル水素電池を使用できます。 

 

14) DC入力 
外部直流電源 10～18V。4-pinヒロセコネクタ
は pin-1=マイナス、pin-4=プラス。外部 DC

は電源回路以外と完全に分離（フローティン
グ）されています。 
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トップとボトムの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) トップとボトムパネル 
モールド・カーボンファイバーで作られたス
ペシャル・コンポットは、ダイキャスト・マ
グネシュームと同等の強度、軽量さを持ちま
す。その上、アルミニュウムと同様の RFシー
ルド特性も持ちます。 

 

 

 

 

2) 製品バッヂ 
ボトムパネルにあるプロダクト・バッヂは、
ユーザーの個別認識用にカスタマイズできる
ようにタグでカバーされています。ボトムパ
ネルのラベル貼付箇所は、4×1.33 inch サイ
ズなので、Avery ラベル#5162 をそのまま使
用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボイス・プロンプト 
 

552は操作状況を知らせるためにシンセサイザーヴォイス機能（SVEN）搭載しています。SVEN はセッ
トアップメニュー機能で確定された内容を声で知らせます。SVEN はユーザーへ重要な情報を与え、操作
を支援します。また、SVEN は録音機能、日付時刻に関する機材の状況も知らせます。SVEN はヘッド
フォン出力だけに送られます。もしトークバックモードが選択されている場合は、SVEN は 1/4 インチヘ
ッドフォンにだけ送られます。 

 

トークバックモードが有効な時、3.5mmヘッドフォン出力に SVEN の音声を聴くことはできません。 
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機能 詳細 

録音可能時間 
Batt Checkボタンを長押しすると、SDカードの残時間をアナウンスします。録音残時

間が 15、10、5、2 分に達すると自動的にアナウンスします。 

日付と時刻 
SD カードの残時間をアナウンス後も Batt Check ボタンを押し続けると、現在時刻を

アナウンスします。録音中は確認できません。 

時刻設定 
INP-5 の PFL を倒しながら Batt Check ボタンと HP コントロールを押すと、Time 

Date 設定に入ります。HPコントローラで数値を変更できます。 

Setupナビゲーション 
セットアップメニュー中、HPコントローラを回すたびに、現在の機能と選択肢をSVEN

がアナウンスします。 

Playbackナビゲーション 
選択されたファイル番号をアナウンスします。フォルダ参照中はデイリーフォルダをア

ナウンスします。 

Media Busy 表示 SDカードがコマンドに対応できないとき、“Media Busy” とアナウンスします。 

Full SD Card  
SDカードの空き容量が無いときに録音コマンドを受付けると”Full SD Card”とアナウ

ンスします。 

Record Mode Off 
録音機能が解除されている状態で、録音コマンドを受付けると”Record Mode Off”とア

ナウンスします。 

Next File 
スタンバイモードでコントローラを押すと、次に録音されるファイル番号をアナウンス

します。 

 

 

入力チャンネル 
 

552 の入力は、５ つのフル機能マイクロフォンプリアンプからなります。各チャンネルは、ほとんど全
てのシグナルタイプに適応させるために広いゲインレンジを持ちます。552 は、低感度のリボンやダイ
ナミックマイクロフォン、中レベルのワイヤレス信号、コンデンサーマイクロフォン、高レベルのライン
信号など広範囲なレベル域を受け入れます。 

 

552 の入力チャンネルは、トランス-バランス型です。トランス型アイソレーションの特性は、様々な悪
影響が発生しうる録音フィールドにおいて、電子バランス入力回路と比較して理想的なものとなっていま
す。トランスフォーマーは、外部入力から直接的な電気接続を持たないガルバニック・アイソレーション
を提供します。音声信号は磁気的に“変圧”されます。552 の入力トランスは、歪みを最小限に抑え、
高解像度能力（特に低域で）を実現するために、プレミアム磁気コア材を使用しています。それらの本質
的に高いコモンモードインピーダンスにより、トランスはコモンモードノイズリジェクションに対して、
電子バランス入力に高い優位性を持ちます。 

 

552 の入力は、バランスまたはアンバランスどちらかの接続で使うことができます。アンバランスのと
き、ピン-1 へピン-3 をグラウンドします。552 へのアンバランスとバランス接続間で、ゲインに変化は
ありません。 

 

 

Mic/Line レベル選択 

 

 

 

チャンネルごとに入力レベルが Mic か Line であることを示します。Mic 入力から Line 出力までの全ゲ
インステージにおいて、552 ミキサーは 93dB のゲインを持ちます。入力が Line に設定されると、入力
感度は 40dB 減少します。 

 

Line レベル入力に設定されたチャンネルでは、Line LED が点灯します。Mic / Line の切替えを行うに
は、各入力チャンネルの PFLをホールドしながら、Slate Mic / OSC スイッチを左(Slate 位置)にスライ
ドさせてください。 
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1 )  Input PFL をホールドしながら、  2 )  SLATE MIC / TONE スイッチを左に倒す 

 

 

ファンタム電源 

 

 

 

 

ファンタム電源は、12Vか 48Vに固定されています。電圧は Pin-2と Pin-3に抵抗分配されます。Pin-2

と Pin-3に電圧差はありません。 

 

供給されるファンタム電圧は、Setup Menu により 12Vか 48V に設定されます。設定された電圧レベル
は全チャンネルに共通して適用されます。工場出荷時は 48Vに設定されています。 

 

ファンタム電源は各インプットチャンネルで別々に有効にすることができます。ファンタム電源を有効に
するには、各入力チャンネルの PFLをホールドしながら、Slate Mic / Tone スイッチを右(Tone 位置)に
スライドさせてください。ファンタムが有効になると PH LED が点灯します。チャンネルの Mic / Line

設定を Micレベルに設定している時だけファンタム電源が適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 )  Input PFL をホールドしながら、  2 )  SLATE MIC / TONE スイッチを右に倒す 

 

ファクトリーデフォルト状態では、Mic モード時だけファンタム電源が有効です。Line モードと Mic モ
ードの両方でファンタム電源を供給できるようにするには、Setup メニューで設定する必要があります。 

 

Line Inputに接続される外部機器を損傷させないように、Line モード時のファンタム電源設定には注意
してください。 

 

 

552ミキサーは、各入力に 10mA（48V において）まで流すことができるので、ほとんどのコンデンサー
マイクロフォンに十分な電源を供給することができます。多くのマイクロフォンは、48Vを必要とせずに、
12Vで正常に動作するものがあります。552ミキサーの駆動時間を延ばすには、12Vファンタムを使用し
てください。 

 

ダイナミックマイクロフォンを使うような状況などファンタム電源を必要としない場合は、ファンタムを
無効にしてください。貧相なマイクケーブルを使用した際に誘導ノイズを引き起こすことがあります。フ
ァンタムを無効にするとマイク入力に電圧はかかりません。リボン・マイクロフォンに電圧をかけないで
ください。誤った配線はマイクロフォンを破損させる恐れがあります。 
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ゲイン (Trimと Faderの関係) 

 

入力チャンネルのゲイン調整には、トリムとフェーダーの２つのコントロールがあります。この 2ステー
ジ・コントロールは従来のミキシングコンソールの考え方と共通です。トリムはゲインコントロールとし
て大雑把なレベルを合わせ、フェーダーでレベルの微調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

552の入力感度はトリムコントロールで設定されます。チャンネルフェーダーをまずユニティゲイン（0dB、
12 時位置）に設定し、トリムを使っておよそ適正なレベルに合わせてください。調整後はノブを不意に
触れないよう格納しておくことができます。トリムは 22dB～72dB のゲインを持ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンネルフェーダーはミキシング操作中に使用されるレベルコントロールです。操作中はきめ細かいレ
ベル調整をチャンネルフェーダーで行います。フェーダーは Off（半時計回し）から、+15dB(トリムで設
定されたレベルに対して) までコントロールできます。一般的にゼロ（ユニティ位置）位置の近くで操作
されることが望ましいです。これにより不必要なノイズを減らします。 

 

ハイパス・フィルタ 

 

 

 

 

552 の各チャンネルは調整可能なハイパス・フィルタを備えています。ハイ-パス（またはローカット/ロ
ーロールオフ）フィルターは、オーディオシグナルに含まれる過剰な低周波数エネルギーを減少させます。
ウインドノイズは一般的に不必要な低周波数成分なのでハイパス・フィルタの使用が有効です。100Hz

以下には必要とするオーディオ成分が含まれないため、ほとんどの音素材、特にスピーチでハイパス・フ
ィルタの使用はメリットになります。 

 

552 のハイ-パス回路は、80Hz から 240Hz までの範囲で調整可能な周波数（-3dB）コントロールを持
ちます。80Hz 以下のスロープ特性は 12dB/オクターブです。それより高い周波数のスロープは 6dB/オ
クターブです。ウインドノイズやランブルノイズを減らすために 80Hz付近で、追加のロールオフが与え
られているために、複合スロープ特性を持ちます。それより高い周波数域では、ゆるやかなスロープ傾斜
により指向性マイクの近接効果を打ち消す効果に有効です。 

 

フィルターの有効／無効を設定したとき、指定された状態へゆるやかに移行するので、切替り時のポッ
プ・ノイズが音として聴こえることはありません 

 

552 のハイ-パス回路は他社製品と比べて独特の回路デザインとなっています。大部分のミキサーのハイ-

パス回路は、低域成分を含む全帯域を増幅するマイクプリアンプの後に置かれています。それに対し 552

はマイク音声を増幅する前の段階で低域成分をカットするので、必要とする音声帯域に対して大きなヘッ
ドルームを確保することができます。 
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できるだけ、ハイパス・フィルタだけに頼らず、マイクロフォンの選定、ウインドスクリーンの使用、マ
イクロフォンの位置、マイクロフォン内蔵のフィルターなどによって、サウンドソースの均一化を図って
ください。マイクロフォンによっては内蔵ハイパス・フィルタを持っているものもあるので、552 のハ
イパス・フィルタと同時に使うとフィルター作用カーブをより強めることができます。 

 

ハイ-パスコントロールを反時計方向に回しきると、フィルター回路を OFF にすることができます。ハイ
-パスコントロールは、周波数を調整した後に不用意に調整位置が動かされないように、操作パネルから
隠すことができるポップアップノブを採用しています。 

 

PANコントロール 

 

 

 

 

PAN ポテンショメーターは、入力信号をステレオ出力バスへ送る際にステレオイメージをコントロール
します。多くの場面で、チャンネルは完全な左／右へ回しきった状態、あるいはセンター位置になるでし
ょう。パンポットはセンター位置にクリックを備えます。PAN 設定後は、通常操作の妨げならないよう
にノブを格納することができます。 

 

 

 

入力位相 

 

 

 

Input2と Input4の極性を反対（位相反転とも呼ばれます）にします。極性反転は、バランスケーブルの
ワイヤリング・ミス、マイクロフォン 2本による音声キャンセル対応、MSマイクロフォンの左右入替に
使用されます。極性ノーマル／リバースの切替えを行うには、入力チャンネルの PFL を ON にした状態
で、Battery Check ボタンを押してください。フロントパネルの PH 名称の LED が点灯すると逆相状態
です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 )  Input PFL をホールドしながら、  2 )  Battery Check ボタンを押す 
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ステレオリンク 

 

ステレオリンク機能は２つ入力をステレオペアとして Input 1、2と Input 3、4 の組み合わせリンクを組
みます。Setup Menu で、ステレオペアか MS ステレオペアとして設定することができます。リンクされ
ると、入力チャンネルの偶数側の Link LED が点灯します。MSリンクされると Link LED とMS LED

の両方が点灯します。 

 

ステレオペア・リンク 
 

 

 

ステレオリンクが組まれると、Input 1と 2、あるいは Input 3と 4がステレオペアとして働き、奇数チ
ャンネルのフェーダーでレベルコントロールされます。奇数チャンネルの PAN はバランスコントロール
として機能します。偶数チャンネルのフェーダーと PAN は使用されません。トリムとハイパス・フィル
タは、別々に機能します。リンクされると Limiterもリンクされます。入力チャンネルがステレオペアと
してリンクされると、奇数チャンネルの Link LED が青色に点灯します。 

 

MS ペア・リンク 
 

 

 

入力チャンネルをMSペアとしてリンクを組む時、Input 1 と 2、あるいは Input 3 と 4が MS ペアとし
てリンクされます。奇数チャンネルが Mid 信号、偶数チャンネルが Side 信号です。偶数チャンネルの
PAN コントロールは MS マトリクス用の左右バランスコントロールとして機能します。偶数チャンネル
のフェーダーと PAN は使用されません。トリムとハイパス・フィルタは、別々に機能します。トリムを
使ってMid信号とSide信号のレベル差を合わせてください。リンクされるとLimiterもリンクされます。
入力チャンネルがMSペアとしてリンクされると、奇数チャンネルの Link LED とMS LED が青色に点
灯します。 

 

 

インプット・ミュート 

 

インプットチャンネルをミキシングバスから切り離すことで、Lch と Rch マスターバスへ信号を送らな
いようにミュートできます。ミックスから切り離されたチャンネル信号は、そのダイレクトアウト出力と
AES A ソースとして選択されたアイドレート・入力ソースとして使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 )  HPコントローラを押しながら、  2 )  PFL ボタンを倒す 
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出力設定とコントロール 
 

552はマルチ出力を持つステレオ出力バスで構成されます。それに加え、それぞれの 552 入力はダイレク
ト出力を持ちます。この柔軟な出力構成は、マルチカメラプロダクションに対応します。 

 

マスターゲインコントロール 

 

 

 

 

マスターゲインコントロールは、L / R出力の全体的な出力レベルを調整します。マスターのゲインレン
ジは、ゲインの完全なアッテネーション（マスター出力オフ）から、+6dB まであります。一般的な使用
方法において、マスターコントロールはユニティゲイン（0）位置に設定されています。マスターゲイン
は、レベル設定後に誤操作を避けるために、ミキサーのメイン表面から隠すことができるポップアップノ
ブを採用しています。 

 

 

マスター出力 

マスター出力は、XLR、TA-3、ヒロセ 10-pin の 3 種のコネクタで構成されます。XLR とマルチピン出
力はトランスフォーマー・バランス出力で、優れたアイソレーション特性を持ちます。各出力は個々に
Line(+4dBu 基準)／－10／Mic (Line から 40dBアッテネーション) に設定できます。マスター出力は長
距離ケーブルで伝送することができます。 

 

XLR 
 

 

 

 

XLR 出力は、アナログ信号とデジタル信号のどちらかに使用することができます。工場出荷時はアナロ
グに設定されています。Setup Menu で各 XLR コネクタは AES デジタル信号を出力するよう変更するこ
とができます。アナログに設定されているとき、L と表記されている XLR は左プログラム、R と表記さ
れている XLR は右プログラムを出力します。各出力は、コネクタ近くにあるスイッチにより、Mic／－
10／Line レベルに変更することができます。 

 

TA3 
 

 

 

TA-3バランス出力は、XLR マスター出力コネクタの上に位置し、マスター出力の追加用です。アクティ
ブ・バランス回路から出力されるため、バランスかアンバランスで使用できます。出力レベルは、Setup 

Menu で Mic／－10／Line レベルに変更することができます。工場出荷時の TA-3 出力は、Line レベル
（+4dBu ノミナル）に設定されています。 

 

ヒロセ 10-Pin 
 

 

 

 

 

 

 

10-pin 出力はアナログかデジタル出力のどちらかです。工場出荷時、10-pin 出力はアナログに設定され
ています。それぞれの出力は Setup メニューで AES デジタルに設定できます。 
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ヒロセ 10-pin コネクタはバランス、アナログの左右プログラム出力を持ちます。出力レベルはコネクタ
下に位置するスイッチにより、Mic／－10／Line レベルに変更することができます。ヒロセ 10-pin コネ
クタのアンバランスのステレオ Return-A 入力に接続された音声をヘッドフォンで聴くことができます。
（オプションケーブル XL-10から分岐されたケーブルコネクタは、バランス出力や RTN-A入力へのアク
セスを容易にします。） 

 

Direct Outputs 

 

 

 

各入力チャンネルは TA3 コネクタによるダイレクト出力端子を備えます。この出力は独立した入力チャ
ンネルオーディオを別の機材へ送ることができます。ダイレクト出力のソースはメニューで、Pre Fader / 

Post Fader の切り替えができます。また、スレートマイクロフォンやトーン信号をダイレクト出力に送
ることもできます。ノミナル出力レベルは Setup Menu で、Mic／－10／Line から選択できます。 

 

TAPE出力 

 

 

 

MiniDisc、DAT、カセットデッキといったコンシューマー製品へ接続するための出力です。552 には 2

種類のコネクタがあり、アンバランス型 TAPEレベル信号を TA-3 コネクタと 3.5mm ジャックコネクタ
は抵抗分配されています。 

 

TAPE出力はメイン出力とはアイソレートされているので、これらに接続されているコンシューマー製品
によって、マスター出力の音声に影響を与えることはありません。 

 

Tape 出力は、デフォルトで、L と R ステレオプログラムを送ります。RTN ループバック機能を使うと、
RTN-Aか RTN-B 入力信号をダイレクトに Tape 出力へ送ります。 

 

モノラル出力 (MICレベル) 

 

 

 

モノラル出力は、L / R 信号を合成したモノラル信号を出力します。3.5mm ジャックから出力される信号
は、ポータブル記録用レコーダーやワイヤレス・コミュニケーション用 IFB 送信機用にマイクロフォン
レベルになっています。 

 

入力される RTN-Aや RTN-B信号を再びモノラル出力から送るには、RTN ループバック機能を使用して
ください。 

 

AESデジタル出力 

 

各 XLR 出力コネクタは、Setup Menu で AES3デジタル信号用に設定することができます。両方の XLR

出力がデジタルに設定されると、フロントパネルの AES Out LED が点灯します。Left XLR コネクタは
2チャンネルの AES信号 Aペアに設定されたソースを出力します。Right XLR コネクタは AES-Bペア
を出力します。A ペア、B ペアそれぞれのソースは、Setup Menu で決定されます。 

上は、AES 出力(2CH) の L-ch と R-ch の組合せを示しています。カンマの左側が L-ch で、カンマの右
側が R-chを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

・ Left Program, Right Program 

・ Channel 1, Channel2 Pre-Fade 

・ Channel 1, Channel 2 Post-Fade 

・ Channel 3, Channel 4 Pre-Fade 

・ Channel 3, Channel 4 Post-Fade 

・ Channel 5 Pre-Fade, Left Program 

 

・ Channel 1 Pre-Fade, Left Program 

・ Ch1 Pre-Fade, Left Right Program 

(AES A Only) 

・ Ch 5 Pre-Fade, Left Right Program 

(AES B Only) 
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選択したプログラムを AES信号 Aペアに送るには… 

 

1. Setup Menu に入る。Battey Check ボタンをホールドし、HPコントローラを押す。 

 

2. Setup Menu ファンクションで AES-Aソース(左メーターの－12 LED)を選択する。HPコントロー
ラを回して Setup Menu ファンクションに移動する。SVEN が現在のステップのファンクションを
アナウンスします。 

 

3. Setup Menu ファンクションの AES-Aソース(-12)に入る。HPコントローラを押す。 

 

4. ソース項目から１つを選択する。SVEN が現在のステップのソースをアナウンスします。 

 

5. ルーティングを決定する。HP コントローラを押す。これにより選択された Setup Menu ファンク
ションから抜け出ます。 

 

6. Setup Menu を終了する。HPコントローラ以外の別のキーを押すと、Setup Menu を終了します。 
 

XLRか 10pin出力をアナログからデジタルへ切替えるには… 

 

1. Setup Menu に入る。Battey Check ボタンをホールドし、HPコントローラを押す。 

 

2. Setup Menu ファンクションで Digital Outpute(左メーターの－14LED)を選択する。HPコントロ
ーラを回して Setup Menu ファンクションに移動する。SVEN が現在のステップのファンクション
をアナウンスします。 

3. Setup Menu ファンクションの Digital Outpute(0)に入る。HPコントローラを押す。 

 

4. ソース項目から１つを選択する。SVEN が現在のステップのソースをアナウンスします。 

 

5. ルーティングを決定する。HP コントローラを押す。これにより選択された Setup Menu ファンク
ションから抜け出ます。 

 

6. Setup Menu を終了する。HPコントローラ以外の別のキーを押すと、Setup Menu を終了します。 
 

7. 選択された出力の Output Level スイッチを Line に設定してください。 

 

 

リミッター 
 

Input Limiter と Output Limiter が両方使われる状態であれば、552ミキサーがクリップすることはほ
ぼ無いでしょう。フロントパネルの「LIM」スイッチを LINK か ON に設定することで 552の Limiter

が有効になり、入力と出力リミッターの両方において Output Limiter 設定値で機能します。サウンドデ
バイスでは、常に Limiter を Onしておくことをお勧めします。 

 

入力リミッターは単にセーフティー・リミッターとして動作します。正しく設定されたゲイン構造での通
常の作用では、チャンネルリミッタのスレッショルドに到達しません。例えば高音圧の環境のような非常
に高い入力信号では、チャンネルリミッタはクリッピング防ぐために作動します。チャンネルリミッタ
OFFで高い音量レベルが入力されるとオーバーロードして、歪みを引き起こします。 

 

設定したスレッショルド以下（クリッピング以下）であればリミッターは動作しないのでサウンドに影響
を及ぼしません。入力チャンネル 1と 2 がステレオペアとしてリンクされるとき、それらのチャンネルリ
ミッタも同時に両方のチャンネルに同じゲインリダクションを実行するためにリンクします。 

 

Input Limiter が働くと入力シグナル LED が黄色に点灯します。この LED が黄色に点灯しつづけるよう
な場合は、トリム・ノブを左に回して入力ゲインを下げてください。 
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Output Limiter は、出力信号に対してスレッショルドレベルを超えないように働きます。Setup Menu

のOutput Limiter Threshold は+4dBu～+20dBuまで1dBステップでスレッショルドを設定することが
できます。工場出荷時は+20dBu に設定されています。これは入力最大値がインプットチャンネルに入力
されても、552の出力がオーバーロードしないことを保証します。 

 

メータースケールの右端にある、オレンジ色の LIM LED は、Output Limiter リミッターで制限してい
る音量に比例して点灯の強さが変化します。 

 

 

 

 

 

 

LIM と LINK 

 

 

 

出力リミッターは、ステレオペア(LINK)して動作リンクさせるか、２つの独立したリミッター(ON)とし
て動作させることができます。リンクモードでは、L / R チャンネルのレベルバランスを崩さずに、左右
で同じゲインリダクションを行います。ステレオ素材を録音するときには LINK 位置にスイッチさせる
ことをお勧めします。552 の出力バスが、分離した２つの出力として使用される場合は、リミッターを
ON 位置にスイッチさせてください。 

 

 

デジタルオーディオレコーダ 
 

552 は、ハイクォリティ、ソリッドステート、デジタルオーディオレコーダーが搭載されています。552

レコーダーは非圧縮ポリフォニック Broadcast Wave（.WAV拡張子）か、MP3 圧縮（.MP3拡張子）フ
ァイルをリムーバブル SD カードに記録します。AES-A ペアに割当てられたオーディオ・ソースが録音
されます。AES-Aペアのソースは、Setup Menu で変更することができます。ファイル・フォーマット、
bit 長、サンプリングレートなどの録音パラメータは、Setup Menu で設定されます。全てのの録音機能
はレコーダー・コントローラにより操作できます。工場出荷時は 48kHzサンプリングレート、24-Bit WAV 

に設定されています。 

 

録音パラメータを変更するには… 

 

1. Setup Menu に入る。Battey Check ボタンをホールドし、HPコントローラを押す。 

 

2. Setup Menu ファンクションで Record Mode(Lch メーターの－20)を選択する。HP コントローラ
を回して Setup Menu ファンクションに移動する。SVEN が現在のステップのファンクションを
アナウンスします。 

 

3. Setup Menu ファンクションの Record Mode(－20) に入る。HP コントローラを押す。 

 

4. 録音オプションを移動する。SVEN が現在のステップのソースをアナウンスします。 

 

5. 録音作業に適する録音モードを選択する。HP コントローラを押して選択したら Setup Menu ファ
ンクションから抜ける。 

 

6. Setup Menu でサンプルレート(－16) に入る。 

 

7. HPコントローラを押して、Setup Menu ファンクションに入る。 

 

8. 録音作業に適するサンプリングレートを選択する。 

 

9. HPコントローラを押して、オプションを選択したら Setup Menu ファンクションから抜ける。 

 

10. Setup Menu を終了する。HPコントローラ以外の別のキーを押すと、Setup Menu を終了します。 
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Battery Check ボタンを押すと、ヘッドフォンに現在録音可能な残量時間 SVEN がアナウンスします。
録音残量時間が 15、10、5、2分に達すると自動的にアナウンスします。 

 

ファイル・フォーマット 

 

WAV 
552は AES-31 Broadcast Wave フォーマットのオーディオファイルを記録します。ファイルのヘッダに
は、Broadcast Audio Extension データチャンクや iXMLチャンクと呼ばれる追記情報が含まれます。こ
の追記情報を認識しない編集ソフトは、そのデータを無視して標準 WAV ファイルとして読み込みます。
BEXT と iXMLに記録されるものは… 

 

 

 

 

 

 

 

MP3 
MPEG-1 Layer III は、メモ録音や音楽用に使用される非可逆性圧縮アルゴリズムです。552は次のデー
タレートでMP3オーディオファイルを記録します。 

 

 

 

 

BIT長 

 

WAV ファイルで録音する時、552は 16bitあるいは 24bitで記録します。24bit 録音は 16bitに比べて、
大きなダイナミックレンジとピークシグナルに対するヘッドルームを確保します。Sound Devicesはポス
トプロダクションの用途として 24bit録音を推奨します。 

 

BITとダイナミックレンジ 
 

ビット長は与えられた標本データにしようされるデジタルなワードレングスをいいます。ビット長は、デ
ジタル信号による最大のダイナミックレンジに影響します。大きなビット長はより大きなダイナミックレ
ンジとなります。与えられたワードレングスによる最大ダイナミックレンジの能力を単純に見積もるには、
ビット数×6dB となります。ビット長は指数換算（２の累指数）なので、ビット長が増加すると、デー
タ量も累乗で増加します。主なフィールド録音は 16bit で行われ、各サンプルは 2^16(65,536) のワード
レングスとなります。24bitでは、サンプルあたり 2^24(1670万)のワードレングスとなります。 

 

サンプリングレート 

 

552は AES-31 Broadcast Wave ファイルを以下のサンプリングレートで記録します。サンプリングレー
トは Setup Menu で設定できます。 

 

 

 

Sound Devicesはポストプロダクションの用途として 48kHz録音を推奨します。設定を MP3、あるいは
「Time Code to Track」にしたとき、サンプリングレートは 48kHz までに制限されます。ハイサンプル
に設定しても、MP3や TC録音設定が選択されるとデフォルトの 48kHz が選ばれます。 

 

サンプリング周波数と帯域 
 

サンプリング周波数は 1 秒ごとの標本で表され、アナログ信号を測定して 1秒ごとに決定されたデータの
回数となります。サンプリング周波数はデジタル信号に置き換えられた時の音声帯域と周波数特性を決定
します。設定されたサンプリング周波数において、サンプリング周波数の 1/2がアナログ信号帯域の最高
周波数値となります。より高いサンプリング周波数はより広い音声帯域幅を得ることになります。 

・ Time code stamp 

・ Time code frame rate 

・ Time code user bits 

・ Original date and time 

・ Bit depth 

・ Sampling rate 

 

・ Track names 

・ Take number 

・ File name 

・ Machine serial number 

・ Software version 

 

・ 64 kb/s 

・ 128 kb/s 

・ 192 kb/s 

・ 320 kb/s 

・ 44.1 kHz 

・ 48 kHz 

・ 88.2 kHz 

・ 96 kHz 
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レコーディング・メディア 

 

552は、リムーバブルな Secure Digital High Capacity (SD か SDHC) メディアに記録します。SD カー
ドは FAT32 フォーマットされていなければなりません。552 からフォーマットするには、次の順番でボ
タンをホールド押してください。 

 

 

 

 

「Formatting SD card. Press Battery Button If Ok, press Stop to cancel」と SVEN がアナウンスした
ら、Batt Checkキーを押してフォーマットを実行してください。フォーマットしたくな場合は、Stop キ
ーを押してください。どちらのボタン操作も行われずに 5秒経過するとフォーマット作業は中止されます。 
 

フォーマット中は SVEN が「Formatting please wait」とアナウンスして、録音(REC) LED が連続的に
黄色で点灯します。LED が消えて、「Formatting complete」とアナウンスされるまで他の操作は行わな
いでください。 

 

マルチメディアカード(MMC)と Secure Digital eXtreme Capacity (SDXC)カードはサポートしていな
いので、552 では認識されません。 

 

録音後の SD カードは、SD カードリーダーを用いて Macや Windowsベースのコンピュータで認識され
ます。カードは大容量ストレージデバイスとして現れ、SD カードの内容を他のメディアへコピーするこ
とができます。 

 

SD スロットは 552 のリアパネルにあり、プロテクト・ラバーにより保護されています。SD メモリーカ
ードスロットを使用する際は、プロテクト・ラバー・カバーをゆっくりと取り外してください。SD カー
ドはしっかりと奥まで挿入してください。カードはスムーズにスロットへ入ります。無理に強く入れない
でください。カードを抜くには押してください。 

 

Batt Check ボタンを長押しすると SD カードの録音残量時間を SVEN がアナウンスします。録音残量時
間が 15、10、5、2 分に達すると自動的にアナウンスします。 

 

・ Stopキー 

・ Batt Checkキー 

・ HPコントローラ 
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フォルダ構造 

 

552で録音されたサウンドファイルは、ミキサーが起動したときに自動作成された Daily フォルダに保存
されます。Daily フォルダは、例えば 2009 年 10 月 15 日に 09Y10M15 が作成され、録音されたファイ
ルはその日の Daily フォルダへ保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Batt Checkキーを押しながら RECコントローラを左に倒すとフォルダを移動できます。Todays Folder

とアナウンスした後、もう一度操作すると、Yesterdays Folder をアナウンスします。RECコントローラ
だけを右に倒すと、File One をアナウンスするので、下に倒して再生することで、再生フォルダに移動
したことになります。（フォルダ名のアナウンスだけでは移動したことになりません） 

 

 

ファイル名 

 

552で録音されたファイルは、録音された日付と 3 桁の数字で名付けられます。新しく録音するごとにフ
ァイル番号が増加します。もし 2009年 10月 15 日に初めて録音されると、09Y10M15-001.WAVとなり、
次に録音されるファイル名は 09Y10M15-002.WAVです。 

 

 

 

 

 

新しい日付フォルダが作成されると、3桁の番号はリセットされて 001になります。552は Daily フォル
ダを SD/SDHC カードのルートディレクトリに置きます。スタンバイモード中に、REC コントローラを
押すと次に録音されるファイル番号をアナウンスします。 

 

 

ファイル自動スプリット 

 

552は SD カードに何千ものファイルを保存することができる一方、１つのファイルの最大サイズは 2GB

までです。552は 2GBに達する前に自動的にファイル記録を終了し、新しいファイル記録を開始します。
DAW ソフトウェアなどで編集することで、これらのファイルはサンプル数が欠けることなく連続して再
生することができます。 
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レコーディング・コントローラ 

 

 

 

 

 

レコーダー・コントローラは 5方向に操作して、録音・再生機能をコントロールできます。 

 

機能 方向 動作 

Record  スティックを上向きに倒す 

スタンバイモードで録音を開始します。録音中に操作すると新しい次のテイク
（ファイル）を作成します。 

Record/Pause 

Stop 

 スティックを中央位置で押し込む 

Record Pause設定によりアクションが異なります。Record Pauseが Onのと
き、一度押すと一時停止、もう一度押すと停止です。Record Pause Offでは一

度押すと停止です。 

再生中は一時停止となり、もう一度押すと停止。 

Play  スティックを下向きに倒す 

最後のテイクか、現在ロードされているものを再生。 

再生音は HP にしか送られません。 

Rewind/ 

Load Previous 

Take 

 スティックを左に倒す 

スタンバイ中、前のテイクをロード。 

再生中は早戻し。 

Fast Forward/ 

Load Next Take 

 スティックを右に倒す。 

スタンバイ中、次のテイクをロード。 

再生中は早送り。 

Load Previous 

Daily Folder 

 Batt Checkボタンを押しながら、スティックを左へ倒す 

再生用に１つ前の Dailyフォルダをロードします。 

Load Next Daily  Batt Checkボタンを押しながら、スティックを右へ倒す 

再生用に次のの Dailyフォルダをロードします。 

Playback Audio to 

L, R Outputs 

 Batt Checkボタンを押しながら、スティックを下へ倒す 

再生音を L&R出力へ送られます。 

Next File Number  スタンバイ中にスティックを押す 

SVEN が次に録音するテイク番号をアナウンスします。 

 

 

 

REC LED 

 

レコーダーが有効になっていると、メディアの状態を REC LED で表示します。メディアが無いとき、あ
るいはメディアを認識した時、REC LED が黄色に点滅します。メディアが装着されてレディ状態だと消
灯します。552 が録音中は赤色に強く輝きます。録音一時停止中またはメディアが準備中に REC ボタン
がおされると LED は赤く点滅します。メディア書込み中、読込み中は黄色に強く輝きます。再生中は緑
色に強く輝き、再生ポーズ中は緑色で点滅します。セットアップメニューでレコーダー機能を Offにする
と LED は消灯します。 
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レコード・モード 

 

録音中は、赤い REC LED が点灯します。録音を開始されると、ヘッドフォンに 440Hz トーンで知らせ
ます。録音が一時停止されると、ヘッドフォンに 220Hz トーン 1 回で知らせます。録音が停止されると、
ヘッドフォンに 220Hzトーン 2回で知らせます。録音中、Setup メニューはロックアウトされます。 

 

552は入力される TC 信号により自動的に録音開始／停止させることができます。 

 

録音中に内蔵電池の電圧が著しく低下したら、レコーダーは自動的にファイルを閉じて、録音データが失
われることを防ぎます。外部電源ソースに電源スイッチを切替えるか、552の電源を切って新しい電池に
交換されるまで、552は録音機能不能になっています。 

 

レコード・ポーズ 

 

セットアップメニューで Record Pause 機能が有効になっていると、録音中に一時停止後に録音再開して
も新しいファイルが作成されることなく引き続き録音を続けることができます。レコード・ポーズは、録
音ファイルをむやみに増やさないので、インタビューレポーターなどに活用できます。レコード・ポーズ
機能を使用するには： 

 

1. Setup Menu に入る。Battey Check ボタンをホールドし、HPコントローラを押す。 

 

2. Setup Menu ファンクションで Record Mode(Lch メーターの－18)を選択する。HP コントローラを
回して Setup Menu ファンクションに移動する。SVEN が現在のステップのファンクションをアナウ
ンスします。 

 

3. Setup Menu ファンクションの Record Pause(－18) に入る。HP コントローラを押す。 

 

4. 設定オプションを移動する。SVEN が現在のステップのソースをアナウンスします。 

 

5. 設定（-24）を選択し、HP コントローラを押して実行する。 

 

6. HPコントローラ以外の別のキーを押すと、Setup Menu ファンクションから抜けます。 

 

7. RECキーを押すと、録音開始されます。 

 

8. STOP キーを一度押すと録音一時停止です。レコード・ポーズ中は REC LED が赤く点滅します。 

 

9. RECキーを再び押すと、録音が再開されます。 

 

10. STOP キーを 2 回押すとレコーディングが終了します。この時点で、ファイルを再生する、あるいは
次の録音を開始することができます。 

 

レコード・ポーズ機能は、Time Code モードの設定により動作が異なります。Time Code が Stamp File

か Stamp File Auto Record に設定されていると、レコード・ポーズ機能は無視されます。これはタイム
コード上のズレが発生することを防ぐためです。レコード・ポーズは Time Code 機能が Replace Left と
Replace Rightに設定されている時に有効です。これはオーディオトラックにリニアタイムコードを記録
する機能です。Auto Record Replace Left か Auto Record Replace Right に設定されると、552はタイ
ムコード信号を認識して録音を開始します。タイムコードが静止状態になると自動的に録音停止してファ
イルを閉じます。もし STOP ボタンを押して手動で録音を止めると、レコード・ポーズとなります。も
しタイムコードが停止され、再びスタートすると録音が続けられます。STOPボタンを 2回押すとどんな
ときでも停止してファイルが閉じられます。 

 

タイムコード 

 

工場出荷時のタイムコードモードは off です。タイムコードモードが off に設定されていると、日付と時
刻に基づいたタイムコード開始の値を“BEXT”チャンクに、フレームレート情報なしで WAV ファイル
のメタデータとして記述します。タイムコードモードが offに設定されていると、WAVファイルに“iXML”
チャンクとしてのタイムコード情報は記述されません。 
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MP3 ファイルは、タイムコードモードが off に設定されていると、日付と時刻に基づいたタイムコード開
始の値と一緒にフレームレートを 30ND として記述されます。 

 

TC機能が Off以外のモードになっているとき、RTN-B入力の TA-3入力コネクタに入力された TC信号
が使用されます。TC の値は RECボタンが押された瞬間に記録されます。TC 機能は映像などのマスター
ソースに録音された素材を同期させるために用いるものです。もしTC信号を正常に認識できない場合は、
内部時計の時刻を 30フレーム／秒でファイルにスタンプします。 

 

入力される TC信号は、タイムスタンプやフレームレートをファイルに記述するために、552の録音が開
始される前に入力されていなければなりません。タイムコードスタンプは録音が押された瞬間に記録され
ます。もしその瞬間に TC が停止していた場合、認識している TC をそのまま記録します。TC 信号が存
在しない場合は、内部時刻を TCに記述します。TC 機能が有効な時、RTN B モニタリングと RTN-Bに
関する機能は 3.5mm RTN-B だけに適用されます。 

 

Setup Menu で TC 機能が Onになっていても、正常な TC信号が TA3 RTN-B コネクタで認識されない
場合は、TC inの LED が青色で点滅します。 正常な外部 TC 信号を認識すると、TC inの LED が青く
点灯します。 

 

Time Code to Track 
 

TA3 RTN-Bコネクタに接続されたリニアタイムコード信号は、Replace Leftか Replace Rightオプショ
ンのどちらかが選択されると録音されます。レコーダーへ送られる AES A ソースの選択されたトラック
の音声は TC信号に置き換えられます。 

 

Repalce Left、Replace Right、Replace Left Auto Record、Replace Right Auto Record の４つのモード
は、44.1か 48kHzサンプリングレートだけが有効です。サンプリングレートを 88.2か 96kHzに設定し、
Time Code to Track モードが選択されたとき、サンプリングレートは 48kHzに強制されます。 

 

トラックに記録される TC 信号が OUTPUTやヘッドフォンモニターへ送られることはありません。REC 

SOURCE ヘッドフォンモニターセレクトは AES A ソースをモニターし続けます。再生中はトラックに
録音された TC信号はミュートされます。 

 

External Time Code Auto Record 
 

タイムコードに関する Setup Menu で、Auto Record モードに設定されていると、入力された TC信号に
より自動的に録音を開始／停止させることができます。TC がカウントを開始すると録音し、TC が静止
すると録音停止します。これは、Rec Run time code機能用に設定されたビデオと一緒にデュアルサウン
ドシステムを構築した場合の動作です。ビデオカメラはマスタータイムコード機として機能し、552 レコ
ーダーはビデオカメラとランポートに追従します。 

 

再生 

 

ファイルが録音された後、552はファイルを再生することができます。最後に録音されたファイルはいつ
でもすぐに再生できます。再生オーディオはヘッドフォンへ送られます。ヘッドフォン・セレクターの位
置によりモニターされるソースが決定されます。ST = 左右ステレオ、M = 左右モノラル、 L = 左モノ
ラル、R = 右モノラル、MS ST = Mid & Side ステレオデコード、REC Source = 左右ステレオ。 LED

メーター表示はヘッドフォンモニター状況を示します。 

 

再生用のファイルを閲覧するには、再生停止中に早戻しか早送りキーを押してください。デイリーフォル
ダを閲覧するには、Batt Check ボタンを押しながら早戻しか早送りキーを押してください。ファイルか
フォルダがロードされると短いビープ音がヘッドフォンへ送られます。 

 

再生するには、RECコントローラを再生位置である下側に倒します。再生ポーズするには、RECコント
ローラを押してください。再生中止するには、REC コントローラを 2 回押してください。早戻し／早送
りするには、再生中に RECコントローラを左／右に倒してホールドしてください。 

 

（次ページへつづく） 
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デフォルト設定では、再生音はヘッドフォンにだけ送られます。再生音を Left／Right Output へ送るに
は、Batt Checkキーを押しながら、スティックを下に倒してください。ファイル再生が停止されると、
L&R出力は通常に戻ります。Batt Check キーによる L&R出力再生は、ミキサー回路のミキシングバス
へミックスされるので、MASTER フェーダーによるレベルコントロールが可能です。Menu 設定により、
XLR コネクタに再生音をデジタル信号で出力させることもできます。 

 

 

メーター 
 

552 の特徴は、指示方法を選択できる大きな 42-セグメント（チャンネルにつき 21）の LED 出力メータ
ーです。メーターは、強烈な日光下でも視認性の高く、消費電流の少ない GaN LED を使用しています。
552 の出力メーターは、ショック、温度または極端な湿気に影響されません。マイクロコントローラー
ベースの出力メーターは、指示方法と輝度の選択を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーター指示特性 

 

出力メーターは、 [VU]、[Peak]、[VU &Peak]、の 3 

つのモードを随時選択することができます。PK/VU ボタンで指示方法を切り換えます。メーター指示方
法は、Setup Menu で設定されます。 

 

VU 
VU －（ボリュームユニット）メーター指示方法は、人間の耳が察知する音量にかなり符合し、信号の大
きさの良い視覚インジケーションを提供します。VU モードでは、アタックとメーターシグナルの消失は、
300ms です。シグナルの大きさを非常に良い視覚のインジケーションを与えるとはいえ、VU メーター
は実際のシグナルピークには良い情報を与えません。VU モードのとき、フロントパネルメーターラベリ
ングは、ボリュームユニットです。 

 

VU メーターは、常に実際のシグナルレベルに対して dBu でリファレンスをとり、552 の VU メーター
はラインレベル出力で、0VU 時 0dBu に相当するようにリファレンスされています。必要ならば、リフ
ァレンスレベルはユーザーセットアップにて、+4dBu または+8dBu に変更することができます。 

 

Peak 
ピーク・リーディング（PPM）指示方法は、実際のシグナルピークと符合しますが、必ずしも察知され
たシグナルの音量と一致するというわけではありません。ピークメーターは、ピークレベルを表示するた
めに瞬間的なアタックを表示し、ユーザーが確実にピークレベルを知るためにスロー・リリースで表示さ
れます。デジタル機器の入力に接続されたデジタル出力音声信号のオーバーロードは、即時に歪を引き起
こすので、ピークメーターによるレベル監視は重要です。ピークメーターが支持するレベルは、ラインレ
ベル出力の dBu レベルに換算してフロントパネルのマーキング数値で読むことができます。 

 

Peak + Peak Hold 
ピーク・リーディング表示は実際のシグナルピークと符合しますが、ピークレベルは 2秒間メーター上で
保持されます。ピークホールド表示は予期しないオーバーロードを監視するのに役立ちます。 

 

 

VU + Peak 
552 は、VU とピークレベルの情報を同時に表示することができます。このモードでは、察知された音
量（VU）はバーグラフで、ピークシグナルは VU の上にあるドットで表示されます。この組合せでユー
ザーは、シグナルの“音量”見ながら、同時にピークを監視することによって、VU とピークメーターリ
ングの両方の良いところを手に入れます。 
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Peak Hold + VU 
工場出荷時のモードです。Peak + VU と Peak Hold のコンビネーションです。ピークレベルを 2 秒間保
持しながら、VU（音量）も同時に確認することができるメーター表示です。 

 

 

ZOOMメーター 

 

HP コントローラを押すとメーターが Zoom モードになり、0dBu～+20dBu まで 1dB 単位で出力レベル
を表示されます。各 LED は 1dB ステップの解像度を持ちます。Zoom モード中、-30 と刻印された位置
の LED は 0dBu に設定されます。-24と表記されている LED は Zoom モードでは+1dBu です。Zoom モ
ード中は、青い Zoom LED が点灯します。不意な操作で HP コントローラを押してしまって Zoom モー
ドに入ることを防ぐには、Setup Menu で非表示に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INPUTシグナル LED 

 

 

 

 

 

 

各チャンネルフェーダーの上には、入力シグナル LED を備えています。LED は様々な色で信号レベルの
状態を示します。緑色=プリフェード信号が存在します。黄色=pre と postの Limiter が動作しています。
赤色=ポストフェーダー信号がオーバーロードしています。赤色か黄色の点灯しているときは、トリムレ
ベルを絞ってください。この Input Activity LED は、チャンネルが PFL モードにラッチされているとき
黄色に点灯します。 

 

 

ヘッドフォン Peak LED 

 

 

 

チャンネルピーク LED のように、ヘッドフォン回路は、ピークオーバーロードのためにインジケータを
備えています。この LED は、ミキサーがオーバーロードする前にヘッドフォンが先にオーバーロードし
てしまう場合に便利です。ヘッドフォンクリッピングの視覚での指示なしでモニターすることは、出力ま
たはリターンフィードが歪んでいると勘違いをオペレータに与えます。 

 

552 のヘッドフォン出力は非常に大きな音を出すことができるので、HP ソースをセレクトする前に HP

ゲインを絞って、突然の過度な音量が出ないように気をつけてください。 
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ヘッドフォンモニター 
 

ヘッドフォン・ゲイン 

 

 

 

 

ヘッドフォン出力レベルは、フロントパネルの HPコントローラで調整できます。 

 

HPコントローラを回している間、ヘッドフォンゲインレベルは、Rch 側出力レベルメーターに一時的に
表示されます。 

 

552ミキサーは非常に大きな音量をヘッドフォンに送ることができます。突然の大音量が鳴ることを防ぐ
ために、ヘッドフォンソースを切り替える前に音量を下げてください。 

 

 

ヘッドフォン・ソース選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッドフォン・セレクターは、ヘッドフォンへ送られるオーディオソースを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッドフォン・トーン 

 

録音開始と録音停止を知らせるトーン 
録音を開始するとヘッドフォンに 1 回 440Hz のトーンが送られます。録音が停止されるとヘッドフォン
に 2回 220Hzが送られます。 

 

再生を知らせるトーン 
RECコントローラを使用して再生用のファイルがロードされた時、ヘッドフォンに 1回 220Hz のトーン
が送られます。 

 

 

PFL (チャンネル・ソロ) 

 

 

 

PFL (Pre-fade Listen) は操作されたチャンネルの pre-fader、post-trim、post-HPF の音を迅速にモニタ
ーする機能です。PFL スイッチを左にスライドさせると有効になり、もう一度スライドさせると無効に
なります。モーメンタリ動作するには、スイッチを左に 1秒以上ホールドさせてください。 
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出力メーターの Lch メーターは、ソロ・チャンネルの信号レベルを示します。PFL モニタリングはヘッ
ドフォンモニター以外に影響しません。選択されたチャンネルの Input ステータス LED は、入力チャン
ネルがヘッドフォンでソロモニターされている時に点滅します。PFL は一度に１つのチャンネルだけが
ラッチされます。PFL マルチ入力はモーメンタリ操作で可能です。 

 

 

リターン A と リターン B 

 

 

 

 

RTN モニター用のスイッチ位置は A と B の２つです。スイッチを左側 A ポジションにすると、RTN-A

オーディオが、ヘッドフォン・ソース選択より優先されてヘッドフォンに送られます。同様に右側 B ポ
ジションにすると RTN-B オーディオをモニターすることができます。1 秒以上ホールドするとモーメン
タリ動作になり、指を離すと解除されます。スライドしてすぐ離すとラッチされ、解除するためにはもう
一度スライドしてください。 

 

RTN-A と B の LED は、様々な色で音声信号の状態を示します。緑色=信号が存在、赤色=信号がオーバ
ーロード、黄色=RTN がラッチされていると 4秒ごとに点滅します。RTN-A、RTN-Bの音量レベルを調
整するには、調整した方へスライド・ホールドさせて HPエンコーダーを回して調整してください。 

 

RTN信号はモニターするだけでなく、外部機器へ TapeやMono出力を使って直接送る(return-loopback)

ことができます。RTN B TA3 コネクタはタイムコード入力として使用することができます。TA-3 RTN-B

に入力された音声信号は、TCモードが Onになっている時は無効です。 

 

 

スプリット・イヤー リターンモニター 
ユーザーが２つの異なるソースを同時に聞くことができる機能です。RTN-A スプリットイヤーモニター
は、RTN-A信号を左 HP にモノラルミックスして送り、右プログラム音声は右 HPへ送られます。RTN-A

スプリットイヤー機能を有効にするには、HP コントローラを押したまま、RTN スイッチを A 位置に倒
してください。RTN-Aスプリットイヤー有効時は、RTN-Aの LED が黄色で 2 回点滅します。 

 

RTN-Bスプリットイヤーは、RTN-Bをモノラルミックスして右 HPに送り、左プログラム音声は左 HP

へ送られます。RTN-B スプリットイヤー機能を有効にするには、HP コントローラを押したまま、RTN

スイッチを B位置に倒してください。RTN-Bスプリットイヤー有効時は、RTN-Bの LED が黄色で 2回
点滅します。 

 

RTN-A/Bスプリットイヤーは、RTN-Aモノラルミックスを左 HPへ、RTN-Bモノラルミックスを右 HP

へ送ります。RTN A/B スプリットイヤーを有効にするには、HP コントローラを押しながら、RTNスイ
ッチを左へ倒してから右へ倒します。両方の RTN-Aと RTN-Bの LEDがソリッドに黄色く点灯します。 

 

 

リターン・ループバック 

 

552 ミキサーを通常操作している時、L&R バスの出力は Tape 出力と Mono(Mic レベル)出力の両方へ送
られます。Retrun Loopback 機能に設定すると、RTN-A あるいは RTN-B の信号を直接 Tape や Mono

出力へアサインすることができます。Return Loopback モードに設定するには、Battery Checkボタンを
押しながら、RTN A/Bスイッチをスライドさせてください。それぞれの RTN は Tape 出力と Mono 出力
の音源となります。通常操作へ戻るには、同じ操作（Battery Check ボタンを押しながら、任意の RTN

方向へスライドさせる）を行ってください。 

 

Return Loopback は RTN オーディオを、プロデューサやビデオプレイバックの為に IFB ワイヤレスへ
送るために使用されます。 
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       1. Batt Check button を押す 

       2. RTN A/B スイッチを倒す 

 

 

 

電源 
 

552 は、内蔵バッテリーまたは外部 DC 電源のどちらからでも動作します。内蔵電池は、主電源として、
あるいは外部電源が外されるかまたは電圧が下がったりする場合のバックアップとして、使用します。電
源スイッチは、電源- 内蔵または外部電源のどちらかを選びます。ミキサーシグナルの中断なしで、片方
のソースから他へスイッチバックまたはスイッチフォースすることができる、十分な電源留保があります。 
 

552 は、非常に電源効率がよく、4 本の単 3 型アルカリ電池で（ファンタムなしで）およそ 8 時間動作
します。追加の負荷がミキサーにかかるとバッテリーでの動作時間は減少します。 

 

 

 

 

 

内蔵電源 

内蔵バッテリーは一次電源ソースとして、あるいは外部電源が消耗時に交換のため取り外されるときのバ
ックアップ用として使用することができます。552 は様々なタイプの単 3 型バッテリーで電源を供給す
ることができます。リチウム電池、アルカリ電池、ニッケル水素充電式単 3 型電池のタイプは、内蔵電
源のためのポピュラーな単 3型電池です。552は、リチウムまたはニッケル水素バッテリーを使用して長
時間の動作を達成することができます。 

 

流通している同形の 3V リチウムセル電池を 552 ミキサーで使用しないでください。 

 

録音中に内蔵電池の電圧が著しく低下したら、レコーダーは自動的にファイルを閉じて、録音データが失
われることを防ぎます。外部電源ソースに電源スイッチを切替えるか、552の電源を切って新しい電池に
交換されるまで、552は録音機能不能になっています。 

 

外部電源 

552 は、5～18 VDC までのどんな DC 電圧からでも電源を供給されます。ロック式 Hirose コネクタの
Pin-4 はプラス極（+）で、Pin-1 はマイナス極（－）です。外部 DC 供給は、他の外部オーディオギア
との簡単で安全な相互接続のために、電源部以外の回路から完全に分離されています（フローティング）。 

 

電圧メータ 

バッテリーチェックボタンを押してから離すと、内蔵と外部電源のバッテリー電圧を示します。左のメー
ターは内蔵バッテリーの電圧を示し、そして、右のメーターは外部バッテリーの電圧を示します。多くの
異なるバッテリータイプが、外部での使用に利用できるので、外部 DC メータリングは、セットアップ
メニューにおいて使用するバッテリーのために、カスタマイズすることができます。 

 

POWER LED は、警告電圧より高ければ緑色に点灯します。電圧レベルが警告電圧に落ちると、LED が
黄色に点灯します。低電圧(Low Voltage)まで達すると LED は赤く点滅し、電源ソースが消耗してミキサ
ーに電源を供給できないことを示します。 
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Voltage Metering Chart 

Setting High 

Voltage 

Warning 

Point 

Low 

Voltage 
Power Source 

1 13.0 11.5 11.0 12 NiCad, NiMH. (Factory Default) 

2 17.0 11.5 11.0 Expanded range of setting #1 

3 14.0 11.4 10.9 12 V Lead Acid 

4 17.0 11.5 5.0 Full range of DC input, w/cutoff for 12 Nicad etc 

5 16.3 13.5 12.5 14V li-ion rechargeables 

 

御使用になる環境と、設定内容において、実際の駆動時間を確かめることをお勧めします。 

 

 

電源消費 

552 は、消費する電流の総計が変化します。552 のいくつかの機能は、異なる方法で直接消費電流に影
響を及ぼします。以下のリストは、消費電流の大きい機能をハイライトします（最も高消費電流から低い
方へリストしています）。 

 

1. マイクロフォン電源：552 のエキストラな消費電流のメインソース。48V ファンタムは、どのよう
なモデルのマイクロフォンが使われるかによって左右されますが、豊富な量の電流をバッテリーか
ら消費します。（ファンタム電源参照）2 本のファンタム電源のマイクロフォンは、1 本のときより
2 倍消費します。マイクロフォンは、タイプとファンタム電圧の作用によって異なりますが、それ
らの消費電流は広く変化します。 

 

2. 内蔵のオーディオレコーダー：録音中、あるいは再生中のレコーダーは消費電力が増えます。レコ
ーダーを使用しない時は、Setup Menu でレコードモードを off にすると駆動時間が伸びます。 

 

3. デジタル出力：デジタル出力を使用しない時は、Setup Menu で無効にすると、不必要な消費電流を
抑えることができます。 

 

4. 出力ドライブレベル：複数への高出力ドライブレベル、低インピーダンス入力へは、消費電流は増
加します。 

 

5. ヘッドフォン出力回路：高ヘッドフォン出力レベルは消費電流が増加します。 

 

6. LED 輝度：LED 点灯を暗く設定すると電池の持ち時間が伸びます。 

 

 

トーンオシレーターとスレートマイク 
 

左右に 2ポジションあるスイッチは、トーン発振器とスレートマイクロフォンをコントロールします。 

 

 

 

 

 

スレートマイクロフォン 

 

スレートマイクロフォンはロケーションなどでシーンに注釈をいれる為に用いられます。クリティカルな
録音を求める際に、このマイクを使うことはふさわしくありません。このマイクはシーンを解説したり、
コミュニケーション用途に使用されるものだからです。 

 

スレートマイクを使うにはスイッチを左にスライドさせます。左にスライドさせると on になり、もう一
度左にスライドさせると off になります。1 秒以上ホールドするとモーメンタリ動作です。スレートかト
ーンがラッチ状態になると、Mic / Tone スイッチの近くにある LED が黄色に点灯します。 
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スレートマイクが有効になると、プログラムオーディオはミュートされます。マイク音声は全ての出力と
内蔵デジタルレコーダーへ送られます。Setup Menu で、Slate Micの代わりに 400Hz トーン、1 秒間に
変更することができます。また、スレートマイクは意図せず動作してしまうのを防ぐために、Setup Menu

で無効にすることができます。 

 

スレートマイクは、Setup Menu で設定された Talk Backモードにより、サウンドミキサーとブームオペ
レータ間のコミュニケーションに使うことができます。 

 

 

トーンオシレーター 

 

トーンは、552 とシグナルパスの次のデバイス間のゲイン構造を設定するために使います。トーンを使
用するには、スイッチの右位置にスライドしてください。2秒以上ホールドすると、トーンをラッチしま
す。Mic/Tone スイッチの近くにある LED は、Slate Mic か Tone がラッチされていると黄色に点灯しま
す。 

 

工場出荷時、トーンは 1kHz サイン波、0dBu が出力（出力が Line レベルに設定されている時）に送ら
れます。トーンは同じレベルで各ダイレクト出力にも送ることができます。トーンレベルと周波数は
Setup Menu で設定することができます。552のヘッドフォン出力はトーンが有効になっているとき、ア
ッテネート（減衰）されます。 

 

トーンが有効な時、Battery Check ボタンを押すと、Lch 出力だけ 20dBサイクルします。これは出力信
号の Lch と Rch を確かめるために使用されます。トーンを off にするか Battery Check ボタンをもう一
度押すと出力サイクルが停止します。 

 

トークバックモード 
 

トークバックモードにより、サウンドミキサーがスレートマイクを使用してブームオペレータと私的な会
話を行うことができます。トークバックモードでは、スレートマイクロフォンが 552 のマスター出力、
ダイレクト出力、内蔵レコーダーへ送られることはありません。スレートマイクは 1/4 inch の Rch のみ
と 3.5mm ヘッドフォン出力にだけ送られます。このオーディオ・ソースはメニューで選択されます。 

 

トークバックモードでは、552 の 2 つのヘッドフォン出力が異なるオーディオ・ソースを持ちます。1/4 

inch ヘッドフォン出力はサウンドミキサー用で、ノーマルプログラムがヘッドフォンへ送られます。
3.5mm ヘッドフォン出力はブームオペレータ用です。このオーディオ・ソースはメニューで選択されま
す。 

3.5mm ヘッドフォン出力へ送られるオーディオ信号は、Setup Menu で設定されます。ソースは、「Slate

のみ」、「Slate + Lch プログラム」、「Slate + Ch1 post fade」です。スレートマイク信号は Rch ヘッドフ
ォン出力に送られ、追加の選択されたプログラムとミックスされます。 

 

Talk Back Option 3.5 mm Headphone Audio Source 

Off- Normal Program 標準ヘッドフォンプログラム。1/4inchと同じ。 

Slate Only Slate Micがアクティブの時だけ、両方の HPに送られる。 

Slate + Left Program Lchプログラムが HPの両方へ送られ、アクティブな Slate Micが HPの右に送

られる。 

Slate + Channel1 Post-Fade Ch-1 の Post-FaderがHPの両方に送られ、アクティブな Slate MicがHPの右

に送られる。 
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1. サウンドミキサーのヘッドフォンを 1/4 inch ヘッドフォンジャックに接続する。 

 

2. ブームオペレータのヘッドフォンを 3.5mm ヘッドフォンジャックに接続する。 

 

3. Setup Menu に入る。Battery Check ボタンを押しながら、HPコントローラを押す。 

 

4. Setup Menu の Talk Back ( 0LED)を選択する。HP コントローラを回して、Setup Menu ファンク
ションに移動する。SVEN が各ファンクションでメニューステップをアナウンスします。 

 

5. HPコントローラを押して、Setup Menu の Talk Back(-12)に入る。 

 

6. 選択肢の中から選ぶ。SVEN はメニューステップをアナウンスします。 

 

7. あなたに適したオプションを選択して、HP コントローラを押します。選択と同時に Setup Menu

ファンクションから抜けます。 

 

8. HPコントローラ以外の何かのキーを押すと、Setup Menu ファンクションを終了します。 

 

トークバックモードでは、3.5mm ヘッドフォンジャックは独自のゲインを持ちます。レベルを調整する
には、Slate スイッチをホールドして、HP コントローラを回してください。トークバックモードでは、
Battery Checkボタンをホールドしながら、Slate スイッチで「オール・コール」としてスレートが機能
します。これは一時的に Slate Mic が通常操作モードへ戻るものです。ここで、レギュラープログラムオ
ーディオはミュートされ、スレートマイク信号は全出力へ送られます。もしスレートマイクが Setup 

Menu で無効に設定されると「オール・コール」も無効になります。 

 

下の系統図は Sound Devices MM-1を使用したワイヤレス・トークバック設定です。 
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日付／時刻 
 

552は内蔵の日付、時刻クロックを持ちます。内蔵デジタルレコーダーはこの時刻を利用して、ファイル
ネームを作成します。すべてのクロックリファレンスは 24時間フォーマットです。 

 

現在時刻を確かめるには、Battery Checkボタンを長押ししてください。もし SD カードが挿入されてい
れば、録音残量時間が日付・時刻の後にアナウンスされます。 

 

時刻を合わせるには、 

 

1. Input5の PFLスイッチを倒しながら、Batt Check ボタンと HPコントローラを３つ同時に押してく
ださい。SVEN が「Time Date Set」とアナウンスします。Batt Checkボタンを押すことでいつでも
メニューから出ることができます。Time Date Set メニューを出ると、SVEN は設定された新しい時
刻をアナウンスします。 

 

2. 最初に編集する項目は「時」です。SVEN は現在編集している数字を「Hours」でアナウンスします。
HPコントローラを回すと値を変更できます。コントローラの回転を停止すると SVEN が値をアナウ
ンスします。値は LED の番号によっても表示されます。左メーターは 10桁を表し、右メーターが 1

桁目をあらわします。例えば、13 時 (午後 1 時)の場合は、Lch メーターが -30 LED (1 個の LED)

と Rchメーターが－30～－22 LED (合計３個の LED) が点灯します。 

 

 

 

 

 

3. HPコントローラを押すと値が保存され、次の設定項目へ進みます。 

 

4. 次の設定項目は「分」です。手順２と同様の方法で値を編集してください。 

 

5. HPコントローラを押すと値が保存され、次の設定項目へ進みます。 

 

6. 次の設定項目は「秒」です。手順２と同様の方法で値を編集してください。 

 

7. HPコントローラを押すと値が保存され、次の設定項目へ進みます。 

 

8. 次の設定項目は「月」です。手順２と同様の方法で値を編集してください。 

 

9. HPコントローラを押すと値が保存され、次の設定項目へ進みます。 

 

10. 次の設定項目は「日」です。手順２と同様の方法で値を編集してください。 

 

11. HPコントローラを押すと値が保存され、次の設定項目へ進みます。 

 

12. 次の設定項目は「年」です。手順２と同様の方法で値を編集してください。 

 

13. HPコントローラを押すと値が保存され、Time Date Setメニューを終了します。SVEN は設定され
た新しい時刻をアナウンスします。 

 

 

ミキサー・リンク 
 

552ミキサーのリンク 

 

Link I/O 機能は、２台の 552ミキサーを内部接続してより多くの入力数が必要なシチュエーションに対
応します。552がリンクされると、全 10ch 入力は両方のミキサーの出力バスへミックスされます。RTN

オーディオと PFL は両方のミキサーのヘッドフォン出力で共有されます。Link I/O コネクタは TA5M の
アンバランス接続で、Pin-1=HP L、Pin-2=HP R、Pin-3=Mix L、Pin-4=Mix R、Pin-5=リンク検知です。 
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2台の 552ミキサーをリンクするには… 

 

1. 552 Aの Link I/O を 552 Bの Link I/O へ、TA5F – TA5Fケーブル(Sound Devices XL-TA55 オプ
ションアクセサリー)を使用して接続します。これにより、お互いのステレオミックスをお互いのステ
レオ出力バスへ直接送ることができます。 

 

 

 

 

2. どちらかの 552 のヘッドフォンで、全 10ch 入力のステレオミックスをモニターしてください。 

3. それぞれのミキサーにてレベルを調整してください。 

 

他のミキサーとのリンク 

Link I/O 機能は、552ミキサーを Sound Devices 社のMixPre、302、442ミキサーとリンクして、より
多くの入力チャンネル数を使用することができます。552が他のミキサーとリンクされると、全入力チャ
ンネルは 552のステレオ出力にミックスされます。RTN オーディオと PFL はそれぞれのミキサーのヘッ
ドフォンで個々に利用できます。 

 

552 Link I/O コネクタは TA5M のアンバランス接続で、Pin-1=HP L、Pin-2=HP R、Pin-3=Mix L、
Pin-4=Mix R、Pin-5=リンク検知です。 

 

 

302／442とのリンク 
302の Tape Out / Mix Out はアンバランスの TA3F コネクタで、Pin-1=GND、Pin-2=Lch、Pin-3=Rch

です。442は２つの Tape Out / Mix Out コネクタがあり、3.5mm と TA3です。確実に接続するには TA-3 

Tape Out / Mix Out コネクタを使用してください。TA3は Pin-1=GND、Pin-2=Lch、Pin-3=Rch です。 
 

Sound Devices XL-TA35 は 12 inch、TA5F－TA3F アクセサリーケーブルは Sound Devices 302 と 442

ミキサーを 552 にリンクするためのケーブルです。 

 

Sound Devices 302 か 442 を 552とリンクするには… 

 

1. XL-TA35オプションケーブルを用いて、552の Link I/O を 302 か 442 の Tape Out / Mix Out へ接
続してください。これにより、両方のミキサーのステレオミックスが 552のステレオ出力バスへ送ら
れます。 

 

 

 

 

 

2. 552のヘッドフォンで、全入力チャンネルのステレオミックスをモニターすることができます。 

3. それぞれのミキサーにてレベルを調整してください。 

 

MixPreとのリンク 
MixPre の Tape Out 3.5mm TRS は、Tip=Lch、Ring=Rch、Sleeve=GND です。XL-TA25オプション
ケーブルは 20 inch、TA5F－3.5mm TRS ケーブルを用いて、MixPre か 442ミキサーを 552へ接続して
ください。 

 

Sound Devices MixPre を 552とリンクするには… 

 

1. XL-TA25ケーブルを用いて、552の Link I/O をMixPre の Tape Outへ接続してください。これに
より、両方のミキサーのステレオミックスが 552 のステレオ出力バスへ送られます。 

 

 

 

 

 

2. 552のヘッドフォンで、全入力チャンネルのステレオミックスをモニターすることができます。 

3. それぞれのミキサーにてレベルを調整してください。 
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セットアップメニューの設定 
 

Setup Menu により 552の設定範囲がさらに広がります。Setup Menu に入るには、Battery Checkボタ
ンをホールドして HP コントローラを押してください。HP コントローラを回して、メニューをスクロー
ルしてください。ファンクションに入り、オプションを選択するために、HP コントローラを押してくだ
さい。Setup Menu を抜けるには、HP コントローラ以外の何かのキーを押してください。 

 

 

 

1. Battery Chceckボタンをホールドする。 

2. HeadPhone コントローラを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー設定 

552は、User Setup File を SD カードもしくは本体内蔵メモリーに Save / Recall することができます。 
ユーザーセットアップには、552の Setup Menu で設定された全ての内容と、全チャンネルの状態（Mic

か Line、ファンタム、フェーズ）を含まれます。 

 

User Setup をセーブするには： 

 

1. 内蔵メモリーにセーブするには：Inp-2の PFLをホールドしながら STOPボタンを押してください。
SVEN が「Save Settings to internal memory. Press Battery Button if ok, press Stop to cancel」 と
アナウンスします。 

SD カードにセーブするには：Inp-1 の PFL をホールドしながら STOP ボタンを押してください。
SEVEN が「Save Settings to SD card. Press Battery Button if ok, press Stop to cancel」とアナウ
ンスします。 

 

2. Batt Check ボタンを押してください。キャンセルするには Stop を押してください。何も操作せずに
5 秒経過すると自動的にキャンセルされます。セーブ時に、REC LED が黄色に点灯します。SVEN

が「Save complete」とアナウンスして LED が消灯するまで他の操作を行わずに待ってください。 

 

内蔵メモリーに保存されたユーザーセットアップは、552の電源を切っても消えることはありません。内
蔵メモリーに保存されたユーザーセットアップは何度でも書き換えることができます。SD カードに保存
されたユーザーセットアップは、SD カード内の SOUNDDEV フォルダ内に SDMIX552.SUP という名
前で保存されます。 

 

User Setup をロードするには： 

 

1. 内蔵メモリーからロードするには：Inp2の PFLをホールドしながら HPコントローラを押してくだ
さい。SVEN が「Load Settings from internal memory. Press Battery Button if ok, press Stop to 

cancel.」とアナウンスします。 
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SD カードからロードするには：Inp1 の PFL をホールドしながら HP コントローラを押してくださ
い。SVEN が「Load Settings from SD card. Press Battery Button if ok, press Stop to cancel.」と
アナウンスします 

 

2. Batt Check ボタンを押してください。キャンセルするには Stop を押してください。何も操作せずに
5秒経過すると自動的にキャンセルされます。ロードを実行したら、SVEN が「Load complete」と
アナウンスするまで他の操作をしないで待ってください。 

 

 

工場出荷リセット 

工場出荷設定をロードするには、Input-4 の PFL を押しながら、HP コントローラと Battery Check ボ
タンを押してください。SVEN が「Ldoad Factroy Defaults. Plress Battery Button if ok, press Stop to 

cancel.」とアナウンスします。工場出荷定のロード手順を進めるには、Batt Check ボタンを押してくだ
さい。キャンセルするには Stop を押してください。どちらの操作行わずに 5秒経過すると、ロード状態
は自動的に終了します。 

 

工場出荷設定がロードされると、全入力設定は Line レベル、ファンタム電源無し、フェーズ反転無しに
戻されます。 

 

 

Setup Menu 表 
 

下の表は、Setup Menu 番号、ファンクション・ネーム、コントロールの説明、選択可能なオプション、
工場出荷設定を示します。工場出荷設定は常に、Rch メーターの最初の LED (-30) です。 

 

※ (－2) Slate Micで Tone+Slate (－24) に設定すると、400Hz の Tone 信号を 1秒出力してからス
レートマイク入力になります。 
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ボタン・ショートカット 
 

機能 方向 動作 

Setup Menu  Batt Checkボタンを押しながら、HPコントローラを押す 

Setupメニューに入ります。 

Card Space 

Available/ 

Time and Date 

 Batt Checkボタンを長押し 

SDカードの録音残量時間をアナウンス。 

押し続けると現在時刻をアナウンス。 

Time Date Set   5 PFL5、Batt Check、HPコントローラを３つ押す 

時刻設定メニューに入る。 

LED Brightness  Batt Checkボタンを押しながら、HPコントローラを回す 

LEDメーターの輝度調整。 

Meter Zoom  HPコントローラを押す 

メーター・ズームの On / Off。 

Onになるとメーター解像度が 0dBu ～ 20dBu に拡大表示。 

3.5mm HP Gain 

(Talk Back Mode 

Only) 

 Slate Mic/Tone を倒しながら、HPコントローラを回す 

トークバックモードの時、3.5mm HPレベルを調整 
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機能 方向 動作 

All Call (Talk 

Back Mode 

Only) 

 Batt Checkボタンを押しながら、Slate/Tone を左へ倒す 

トークバックモード時に、一時的に RTN Slate からノーマルモードに 

戻る。 

Playback Folder 

Navigation 

 Batt Checkボタンを押しながら、Recコントローラを左右へ倒す 

再生時、前（次）の Dailyフォルダをロードする 

 

Playback to 

Outputs 

 Batt Checkを押しながら Recコントローラを下へ倒す 

再生音を L&R出力へ送る。 

Mic / Line  PFLを倒しながら、Slate/Tone を左に倒す 

選択されたチャンネルのMicと Line を切替える。 

Phantom Power  PFLを倒しながら、Slate/Tone を右に倒す 

選択されたチャンネルのファンタム電源を On / Off。 

Polarity Reverse 

Channel 2 and 4 

  2 か 4 PFL(Ch2 と Ch4 のみ)を倒しながら、Batt Checkボタンを押す 

偶数チャンネルの極性を反転。 

Input Mute  HPコントローラを押しながら、PFLを倒す 

選択された Inputをバスから切り離す。 

RTN Level  RTN スイッチを倒しながら、HPコントローラを回す 

RTN-Aと RTN-Bのレベルを調整。 

RTN Split 

Ear Monitoring 

(メインを聴きな

がら) 

 HPコントローラを押しながら、RTN-Aか RTN-Bに倒す 

RTN-Aを選択するとき、RTN-A信号が HP-Lにおくられ、Rch出力が

HP-Rに送られる。 

RTN-Bを選択するとき、RTN-B信号が HP-Rにおくられ、Lch出力が

HP-Lに送られる。 

RTN A/B Split 

Ear Monitoring 

 HPコントローラを押しながら、RTN-A に倒して、次に RTN-B に倒す 

RTN-Aが HP-Lに送られ、RTN-Bが HP-Rに送られる。 

（RTNのステレオ信号はモノラルミックスされる。） 

RTN Loopback  Batt Checkボタンを押しながら RTN スイッチを左右に倒す 

Tape とMono Outへ選択された RTN信号を送る。 

Left Output Tone 

Identification 

 Slate Mic/Tone スイッチを右に倒しながら Batt Checkを押す 

Lch トーン信号レベルが基準レベルと－20dBに交互に変わる。 

Next File  Recコントローラを押す 

次に録音されるファイル番号を SVENがアナウンスする。 

Reset Take 

Counter 

  5 PFL 5 を押しながら Stopと Batt Checkを押す 

録音ファイルのテイク番号が 001 にリセットされる。 

SD Card Format 

(Erase) 

 Stop、HPコントローラ、Batt Check の３つを押す 

SDカードをフォーマット。REC LEDが点滅し、黄色に輝くので、 

LEDが消灯するまで待つ。 

Save User Setup 

to SD Card 

   1 PFL 1 を倒しながら Stopボタンを押す 

ユーザー設定を SDカードにセーブする。 

Load User Setup 

from SD Card 

   1 PFL 1 を倒しながら HPコントローラを押す 

ユーザー設定を SDカードからロードする。 



 

44 
Features and specifications are subject to change. Visit www.sounddevices.com for the latest documentation. 

 

 

 
 

 

機能 方向 動作 

Save 

User Setup to 

Internal Memory 

2 PFL 2、STOP ボタンを押す 

ユーザーセッティングを 552の内蔵メモリーへセーブする。 

Load 

User Setup from 

Internal Memory 

2 PFL 2、HPコントローラを押す 

ユーザーセッティングを 552の内蔵メモリーからロードする。 

Load Factory 

Settings 

 4 PFL 4、HPコントローラ、Batt Check を操作する 

全設定を工場出荷状態に戻す。 

 

 

 

 

コネクタピン配 
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仕様 
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Block Diagram- Inputs and Outputs 
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Block Diagram- Monitoring 
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Block Diagram - AES 
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アクセサリー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

52 
Features and specifications are subject to change. Visit www.sounddevices.com for the latest documentation. 

 

 

 

Wave Agent 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wave Agent Betaは Mac OSとWindows コンピュータ用の WAV ファイル管理ソフトウェアです。プロ
ダクション・サウンドミキサーとポストプロダクション編集用にデザインされました。Wave Agent は、
複雑なプロダクションワークフローでの問題を解決するためにオーディオファイルを編集するための、包
括的で欠くことのできないツールです。 

 

Wave Agentはプロダクションサウンドでの作業に必須で時間を節約するツールです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wave Agentはフリーソフトウェアとして、Mac OS 用とWindows用をダウンロードすることができま
す。 

http://www.sounddevices.com/download/waveagent.html 

 

 

 

 

 

http://www.sounddevices.com/download/waveagent.html
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CE Declaration of Conformity 
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Warranty and Technical Support 
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